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自治体国際化フォーラム

●（一財）自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援することなどを目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、
ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　https://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体などで任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）および SEA
（スポーツ国際交流員）の3種類があり、2026年7月1日現在53カ国から
5,238 人の青年が国内各自治体で活躍しています。
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巻 頭 言

島根県知事　丸山　達也

誰もが笑顔で暮らせる
多文化共生社会をめざして

島根県は中国地方の日本海側に位置し、東西約 230kmに及ぶ細長い県です。神話の故郷として知られ
る「出雲」、世界遺産の石見銀山遺跡、日本遺産の津和野や石見神楽などがある「石見」、大自然と独自の
生態系が特徴的な離島の「隠岐」という３つの地域からなる本県では、それぞれに特色ある言葉や歴史、
文化、自然の中で、地域に根ざした豊かな暮らしが営まれてきました。

こうした島根のすばらしい魅力を次の世代に引き継いでいくため、本県では 2025 年３月に「第２期
島根創生計画」を策定し、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の実現に向け、さまざまな施策
を進めております。

さて、島根県内の外国人住民数は、2026 年１月１日現在で１万 1,437人を数え、前年から 1,000 人
近く増加しました。今後も企業などの外国人雇用がますます進んでいくものと見込まれることから、外国
人住民と日本人住民が相互理解を深めるような取り組みが求められています。第２期島根創生計画では、
多文化共生の推進をその施策の柱の一つに位置づけ、多言語によるワンストップ相談窓口の設置、日本語
学習の環境整備、多文化共生の意識醸成などに取り組んでいるところです。

今年４月、多文化共生の拠点となる「しまね国際センター」を、県庁所在地の松江市中心部近くに移転
しました。新しい施設では、大人数の利用に対応した多目的室やプライバシーに配慮した専用相談室を整
備し、平日に加え新たに毎月第４日曜日を開所日とするなど、施設機能の充実・利用者の利便性向上を図っ
ております。

また、近年重点的に取り組んでいるのが日本語学習の環境整備です。日本語教室に通うことができない
外国人住民向けの地域訪問型・オンライン型日本語教室や企業訪問型日本語教室により、日本語の学習機
会を提供するとともに、日本語学習支援を行うボランティアの養成・確保や A2レベル以上の日本語指導
ができる日本語教師の養成など、日本語教育人材を育成・確保することに力を入れています。加えて、市
町村による地域の日本語教室の活性化や新たな日本語教育の体制づくりに係る取り組みへの支援など、地
域との連携も促進しております。

島根県では、今後もこれらの取り組みを通じて、外国人住民と日本人住民が同じ地域に住む生活者とし
て相互に理解し、誰もが安心して暮らせる多文化共生社会の実現に向け、市町村や関係機関と連携して取
り組んでまいります。


